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180 mm，幅 120 mm，厚さ 17 mm の 316L ステンレス
鋼の開先のない板であり，中央部 60 mm にୈ 1 දに示の遵き㎈
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ୈ 5 ਤ，ୈ 6 ਤにおいて，解析結果同士を比較する
と，8 mm 以上離れた位置では，熱源モデルによらず同等
の温度履歴を得られることが分かった．Goldak モデルで
は，複雑な熱源分布を表現し得る要素分割が必要であるた
め，多榛 割 得多な表蟫が必要るなた 必表
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的な傾栗勲昻なΗ昻　劇稽舷撃 　　




